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〔研究ノート〕 
和田一夫著 
『ものづくりの寓話 ― フォードからトヨタへ ―』 
が提起した問題についての一考察 
下 川 浩 一 
はしがき 
和田一夫氏の最近著作 ｢ものづくりの寓話 






























スな書物, 例えば, 大野耐一著 ｢トヨタ生産方






















































































ォードの自伝である “My Life and Works” 1922
やＣ・ソレンセンの叙述邦訳 ｢フォード ― その
栄光と悲劇｣  1968 (C.E. Sorensen “My Forty 













工場に統合され, 第 1 機械職場を第 2 機械職場, 
そして最終組立職場が出現し, Ｎ型シリーズへ
の生産車種集約に伴なう日産101台という記録
をつくるに至っている｡ その原因を同氏は A. 













月産 1 万～ 2 万台体制をすでに実現したとも塩
見氏は指摘している (前掲書, 216頁)｡ 
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表 1 . フォード社の販売・サービス支社の推移 
年 次 
販売サービス支社 
1910 1941 1912 1913 1914 1915 1916 1917 
(1) ノックダウン工場をもつ国内販売サービス支社 2 3 3 18 23 28 28 28 
(2) ノックダウン工場をもたない国内販売サービス支社 71 18 28 12 22 32 48* 48* 
(3) 国内小計 ((1) ＋ (2))  19 21 31 30 35 60 76* 76* 
(4) 国外販売サービス支社数 5 5 14 13 17 14 15 15 
(5)   うち, カナダの支社数 2 2 9 8 10 9 9 9 
合    計 
((1)＋(2)＋(4)) 
24 26 45 43 52 74 91 91 
備考 Ford Times,  Vol.1-10 (1908-1917) より作成｡  ただし＊を付した数字は販売・サービス副支社 





図 1 . アメリカ国内におけるフォード社のノックダウン工場 
および販売・サービス支社の配置 (1917年) ― カナダを含む ― 
 
備考 Ford Times,  Vol.1-10, Aug. 1916, pp.14-15; Ibid  Vol.10, April 1917, p.410より
作成｡ 
(出所) 塩見治人 ｢大量生産体制論｣ 197頁より 
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図 2 . ピケット・アヴィニュー工場とベルヴュー・アヴィニュー工場 
 
備考 Ford I,  pp.261-2, 181, 324-6より作成｡ 









































ルの ｢アメリカンシステムから大量生産へ ― 
1800～1932｣ (原著 “From the American System 
to Mass Production, 1800-1932”, Johns Hopkins 







業, ミシン, 刈り取り機, 自転車, タイプライ
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込みに訪れた時,  1 万個のベアリングを収めよ
うとするなら ｢最初の 1 個と最後の 1 個は完全
に同じ精度でなければならない｣ と互換性生産
の重要性を教えたいう  (J.B. Rea, “American 


































































































































































































































of the Corporation” 1948 (下川浩一訳 ｢現代大
企業論 (上) (下)｣ 未来社, 岩根忠訳 ｢企業とい
う概念｣ 東洋経済新報社) があるが, この書は
Ａ・Ｐ・スローンの依頼で当時 (第二次大戦の































点 GM の ROI や投資利益率法と違いがある｡ 










































した英文の Social Science Japan Journal 2011年 
4 月号の内容が引用されている｡ 同 Journal の
編集委員会 (東京大学社会科学研究所内) が
許可して下さったことに感謝の意を表した
い｡ 
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